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財団法人 日本バ ドミントン協会

会 長 櫻  内 義  雄

第15回全 日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会の開催にあたりまして、一言お祝いのこ

とばを申し上げます。

全国各地の予選 を勝ちぬかれ、晴れの代表 として出場される選手諸君が日頃の成果を遺憾な

く発揮 し、お互いに正々堂々と、全力を尽 くし、輝かしい成績 を挙げられることを期待 してお

ります。そして、試合 を通 じ高等専門学校相互の親睦や交流が

'′

朱められることを祈 っておりま

す。

また、本大会はこれまでの関係各位のご尽力により、年々充実 しており、誠にご同慶にたえ

ません。開催地におきましても、バ ドミントンは学校は及ばず職場や地域社会において、市民

スポーツとして広 く親 しまれ、非常に広範な競技人口を有する種 目です。全国の高等専門学校

の学生の皆さんが集 う本大会に、一般の関心 と期待が寄せ られることと思います。

最後になりましたが、本大会の開催にあたりご尽力をいただきました皆様方に深 く感謝の意

を表 します とともに、大会の成功 を祈念 して 挨拶 といたします。

全国高等専門学校体育協会

清 水 二 郎
(鶴岡工業高等専門学校長 )

社団法人

会 長

第15回全 日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が、本年神戸市で開催されますことは、

誠に喜ばしい限 りです。本大会が開催されるにあたりまして御尽力をいただきました兵庫県バ

ドミントン協会・神戸市立工業高等専門学校並びに関係各位に心か
',お
礼申し上げます。

さて、全国の地区予選 を勝ち抜いて参加される選手諸君は日頃たゆまぬ練習・鍛練を積 まれ、

本大会 を目指 してこられたものと推察いたします。日頃の成果を十分に発揮され、正々堂々、

思う存分余すところなく、戦われることを願 ってお ります。また、この高専大会は競技技術

の向上はもとより、心身の成長 を培 う場 として、また、選手諸君の貴重な青春の 1ページを飾

るものとして、有意義なものとなることと思います。

最後に、本大会を共催 していただきました(財 )日 本バ ドミン トン協会並びに御後援 くださいま

した文部省、兵庫県、兵庫県教育委員会、兵庫県体育協会、神戸市、神戸市教育委員会、神戸

市体育協会に対 しまして厚 くお礼申し上げます。

御  挨  拶
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歓迎のことば

若さあふれるプレーに期待

兵 庫 県 知 事

佃わ兵庫県体育協会会長 ス 看t{ゑ 入
第15回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が盛大に開催されますことを心からお祝

い申しあげます とともに、全国各地から参加された精鋭の皆様 を 540万 県民こぞって歓迎いた

します。

いま、心身ともに健康でいきいきと暮 らせる健康志向が高まるなか、だれもが手軽に楽 しめ

るスポーツを愛好する人たちが増えてきました。

その一つバ ドミントンは、 トップクラスの選手から高齢者や子供たちにいたるまで、多くの

方々に生涯スポーツとして楽 しまれており、その意味からも、県民の模範 となる素晴らしいプ

レーを期待いたします。

兵庫県は、南は瀬戸内海から北は日本海に及ぶ広大な県土に、美しい自然や魅力ある街々が

点在 し、山海の味覚 も豊富です。青春の心のアルバムに、思い出深い兵庫の夏のひとコマを綴

っていただければ幸いです。

どうか選手の皆様には、日ごろ練磨 された技と力を思 う存分発揮され、さわやかな交流の輪

を広げられるようお願いいたしますとともに、本大会の開催にご尽力いただきました(財 )日 本

バ ドミントン協会 をはじめとする関係各位に厚 くお礼申しあげます。

歓迎のことば
神 戸 市 長

帥神戸市体育協会会長 笹 山  幸  俊

第15回全日本バ ドミン トン選手権大会に出場されます選手並びに関係者の皆様、ようこそ神戸

へ御越 しくださいました。神戸市民 150万 人を代表いたしまして、心よ |)歓迎申し上げます。

さて、本市では21世紀を間近にひかえ、高齢化、国際化、情報化等が進展するなかで都市の

活性化 を求め、魅力ある都市環境の創造、心豊かな生活の実現のために諸施策を展開していま

す。そしてそのなかで、かねてよリスポーツ都市づ くりを推進 しています。昭和60年のユニバ

~ン ア~ド神戸大会の成功 をもとに国際スポーツ都市宣言を行い、施設の整備に努める一方、

国際スポーツ大会等の見るスポーツの充実 も図っています。
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バ ドミン トンは競技会はもちろんのこと、学校・職場、子供から婦人・老人に至 るまでみん

なが楽 しめる市民スポーツ、 レクリーンョンとして広 く親 しまれ、本市においても多方面に普

及 しております。

若さあふれる高専生の皆さんが、本大会において常 日頃の練習の成果 を十分 に発揮 され、御

活躍されますよう心から期待 してお |)ま す。

最後になりましたが、本大会の開催 にあたり、御尽力いただきました関係各位 に対 し深 く敬

意 を表 するとともに、大会の御成功 を祈念 して、歓迎のことばといたします。

歓迎のことば
兵庫県バ ドミントン協会

会 長 今 井 鎮 雄

ここ神戸で、第15回全 日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が盛大に開催 されますこと

は、誠に喜びにたえません。

全国の各地で予選 を勝ち抜かれ、母校の期待 を担って本大会に出場 を呆たした選手・監督の

皆さんを心より歓迎いたします。

さて、本大会は年に一度、高専生が目標 とする大会 として毎年盛大に行なわれていると聞き

及んでおります。夏の暑い時期の大会ですが、出場する選手の皆さんが、日頃の鍛えぬいた体

と精神力で練習の成果を遺憾なく発揮され、悔いのない大会 となるよう期待 しています。そし

て、本大会が選手諸君の一生の思い出になることを心から願っております。

また、本大会開催にあた |)、 御苦労、御尽力をいただきました関係各位に深甚なる敬意 と謝

意を表 しまして、歓迎のことばといたします。
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歓迎のことば
神戸市立工業高等専門学校

校 長 村 尾 正 信

全国の各地区予選 を勝ち抜かれました選手・教職員の皆さん、ようこそ神戸へいらっしゃい

ました。心から歓迎申し上げます。

さて、近年の科学技術の進展や社会 。経済の高度化など、流動的で複雑な時代にあって、み

ずみずしい活力を持ち創造的な能力を発揮 し、世界に貢献できる若者が求められています。そ

のため、学術の進展 と社会の要請に対応しうる優れた人材の養成 を担う高等専門学校の今後の

発展がますます重要になっています。その意味で、本大会において全国の高等専門学校の皆さ

んがスポーツ競技を通じ健全な体育の発展 と相互の親睦を図ることは誠に有意義なことであると

思います。

本大会では、女子の個人種目がオープン種目から正式種 目として採用され、女子選手の皆さ

んもはりきっていることと思います。出場される選手の皆さんがスポーツ精神にのっとり、日

頃の練習・鍛練の成果を遺憾なく発揮されることを期待 します。

最後に、本大会の開催 にあたり、多大の御支援 と御協力をいただきました関係各位の皆様に

心からお礼申し上げます。
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8月 9日 (金 )16:30～

8月 10日 (土 )9:30～

8E118 (E) e:30-

大 会 日 程

代表者会議

開 会 式

競 技 開 始

競 技 開 始

閉 会 式

式  次  第

(神戸市立中央体育館 )

(神戸市立中央体育館競技場 )

団 体 戦  ・女子個人戦複

男子個人戦複 。女子個人戦単

男子個人戦単 。女子個人戦単

(神戸市立中央体育館競技場 )
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大 会 名 誉 会 長

大会名誉副会長

大 会 名 誉 顧 間

大 会 会 長

大 会 副 会 長

大 会 顧 問

大 会 役 員

佃う日本 バ ド ミン トン協 会 会 長    櫻

(ネD全国高等専門学校体育協会会長    清

兵庫県知事 (働兵庫県体育協会会長)   貝

神戸市長(働神戸市体育協会会長 )   笹

神 戸 市 立工 業 高 等専 門学 校 長    村

佃わ日本バ ドミン トン協会副会長    柳

′′     副会長    山

′′      専務理事    今

兵 庫 県 バ ド ミン トン協 会 会 長    今

兵 庫 県 教 育 長  清

神 戸 市 教 育 長  福

助 日本バ ドミントン協会顧問

石渡 俊一  岩崎 純三  奥田 敬和

沓書卜 哲男  倉田 寛之  柴田 勝治

関谷 勝嗣  内藤  健  永末 英一

林  義郎  森  喜朗  山崎武二郎

兵庫県バ ドミントン協会副会長

増谷  勲  谷ロ ー郎  柚木  学

古谷 武雄  岸本 孝雄  津崎  稔

倶う日本バ ドミントン協会加盟団体長

地崎 昭宇  清藤 六郎  佐々木洋平

鈴木 辰雄  板垣 隆房  布引 修二

日野 貞夫  大須田良作  須田 勝勇

玉手  庸  大山  茂  原 二三雄

中村  伝  清水規矩雄  岡田 尚壮

塩川  甫  後藤  i享  野呂 昭彦

栗本藤四郎  岸  久雄  藤田 庸右

石田 真敏  今村 時男  成相 安信

林  正夫  池上  任  西谷  功

俊成  薫  結城 健輔  四島  司

久間 章生  八木 繁尚  近藤  稔

松本  忠  田名  弘  遠井 稔男
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大 会 参 与

大 会 委 員 長

大会 副委 員長

大 会 委 員

(助 日本バ ドミントン協会参与

伊沢 二郎  今井  先  川端

高倉 正治  宮澤 宏之

兵庫県バ ドミントン協会顧問

吉持 節夫  久山 勝之

神戸市立工業高等専門学校学生主事

兵庫県バ ドミン トン協会理 事 長

′′      副理事長

′′              ′′

′′              ′′

神戸市立工業高等専門学校事務室長

助 日本バ ドミ ン トン協会理事

浅 岡   武

池 田 昌 道

川 島 一 郎

関 根 義 雄  竹 林 克 彦

藤 原 和 文

佃う日本バ ドミントン協会ヽ事務局長

佃う日本バ` ドミントン協会監事

加 藤 三 夫  清 水 規矩雄

神戸市立工業高等専門学校

土 井 春 夫

早ノ瀬 信 彦
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総 務 委 員 長

総務 副委 員長

総 務 委 員

競 技 委 員 長

競技副委 員長

競 技 委 員

審  判  長

副 審 半1 長

審 半」 主 任

審  判  員

競 技 役 員

兵庫 県バ ドミン トン協会理事長    北

兵庫県バ ドミン トン協会副理事長    平

神 戸 市 立 工 業 高 等 専 門 学 校

斉藤  博  川村  彰  鈴木 豊重

武田 克代  藤中 壱夫  坂元 古永

武藤 俊治  志賀 慶子

兵庫県バ ドミントン協会常務理事 及び 理事

安田 綾子  草田  隆  山本 孝之

前山  愛  堀井 尚美  西浦 淳二

古田 充代  奥村 博子  梅田 陽子

兵庫県バ ドミン トン協会副理事長    瀬

′′     常務理事    境

兵庫県バ ドミントン協会常務理事 及び 理事

戸井  孝  桝谷美智子  北中 英武

佐藤  浩  井上 公哉  松浦 真三

川原崎 敏  柴田 俊玄  藤本 和幸

神戸市立工業高等専門学校バ ドミントン部 部員

兵庫県高等学校体育連盟バ ドミントン部所属会員

兵庫県バ ドミン トン協会副理事長    神

′′     常務理事    粟

′′       ′′     大

兵庫県バ ドミントン協会常務理事 及び 理事

角鳥木 秀夫  久保  勲  高山 道喜

片岡 正之  宿里 和江  井端 晴美

豚座 一利  イ中 日出男

兵庫県バ ドミン トン協会所属会員

〔(日わ日本バドミントン協会公認審判員〕

兵庫県高等学校体育連盟バドミントン部所属会員

口
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会 場 案 内 図 (神戸市立中央体育館)
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女子
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女子

WC

医務室

体
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館
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大

会

本

部応
接
室

男子
WC

男子
WC

女子
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女子
WC

男子
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男子
シャヮー室

女子
シャワー室

男子
更衣室

女子

更衣室

トーーーー鋼

玄 関 ホ ー ル
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本 部
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競技運営上の注意事項

本大会は、平成 3年度 (財 )日 本バ ドミントン協会現行競技規則並びに大会運営規定に

より実施致 します。

選手は試合予定時刻の30分前 (各 日とも第 1試合は開始予定時劾の15分前 )ま でに会

場に到着 しておいて ください。

競技進行の都合上、試合時刻または試合コー トを変更することがありますので、本部

の放送に注意 しておいて ください。

本部がオーダー用紙の提出あるいは試合開始の放送を行った後、10分経過 してもこれ

に従わない場合には、原則 として棄権 とみなします。

団体戦は、単 。複同時に進行 します。また、準決勝からは 2点先取 をもって打ち切 り

とします。ただし、複および単 1は必ず試合 を終了させます。

個人戦が 2試合以上連続する場合は、10分間の休憩をおきます。

試合中はコー ト外に出ないようにして ください。汗拭 きのタオル・ラケットなどは所

定位置のカゴの中に入れておいて ください。

競技区域内には出場選手および監督・マ不―ジャー以外は立ち入らないて下さい。

閉会式は競技終了後直ちに行います。

所持品は各自の責任において管理 してください。

会場使用上の注意事項は厳守 して ください。

8

9

10

11

審 判 上 の 注 意 事 項

1.審判は、平成 3年度 (財 )日 本バ ドミントン協会現行競技規則並びに(財 )日 本バ ドミン

トン協会公認審判員公認審判員規定によって運営致 します。

2.サ ービスジャッジは置 きませんが、プレイヤー並びに代表者から要請があれば主審の

判断でつけます。

3.フ ァイナルの場合は、 5分間以内のタイムを置 きます。

4.事故等の場合、主審及び審判長協議の上、試合の継続 または棄権等の決定 をします。
5.ン ャ トルの飛距離などンャ トルの良否については主審が判断 します。

6.汗 などでコー トが濡れた場合には、主審に告げて ください。線審に処置させます。

- 10-



最新累:″チタンフアク r―■感鰤Iのライト/1°ワースF卜 raa.

rgのトップヘピー.ボロン内蔵のビッグパワースR―″λ

フレームにチタンフアイバーを装備したエアロータス100とボロンを装備したエア

ロータス110の登場です。100は振り抜き操作性を格段と高めるバランスポイント

に設計。素早く鋭いラケットワークが可能となりました。110は 、総重量はそのまま

に100に 比べ lgト ップを重くしたトップヘビー設計。だからヘッドの利いた強烈

なパワーを生み出しスマッシュが炸裂して鋭く沈みます。トッププレーヤーの微

妙なタイプに合わせて開発されたトッププレーヤーのためのトップラケットです。

●構造/T型 ジョイント大蔵ジョイントレス ■サイズ/3U(G4・ 5)、 2U(G3・ 4・ 5)

ヨネックスから2タイプ同時′[

新 発 売 ′

ヨネックス株式会社 東京/TEL“-3田6-1221機  大阪/1L06-お 3-7261Q 名古屋/1■ 052-38-5541側 仙合/TEL 022-2"―腱1lQ 福岡/T[LO望 -472-37510 ざδ
▼
YON

トップブレー

振り″きが更に鋭ιl
オールラウンドタイプ

くエアロータス100〉 ¥20,000う J21期湾つり,練取暫')
●素材/チタングラフアイトフレーム オールカーボングラフアイトシャフト
ロ構造/T型 ジョイント内蔵ジョイントレス ●サイズ/3U(G4・ 5)、 2U(G3・ 4・ 5)

ス7ッシヨが:更
・
″脇右

′1-ドヒットタイブ

%の厚ラケ渕金。
撃

月百RO丁US 700 月百ROTUS「 F



第15回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

タ イ ム テ ー ブ ル

※ただし、Tは団体戦、Dは男子個人戦複、 Sは 男子個人戦単、 LDは 女子個人戦複、

LSは女子個人戦単 をしめす。

r-l-No

開始予

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

第

1

日

目

9  : 30 開
ノ、

式

10 : 00 T-1 T-2 T-3 1｀
 -  4

11 : 20 T-5 T-6 T-7 T 8

12 : 40 T-9 LDl LD 2 Ll)3 LD4 T-10

14 : 00 T-11 LD5 LD6 LD 7 LD8

15 : 20 Dl D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 LI)9 LD10

15 : 55 D9 D10 D ll D12 D13 D14 D15 D16 LDll

16 : 30 D17 D18 D19 D20

17 : 05 D21 D22 LSl LS2 LS 3 LS4 LS5 LS6 LS 7 LS 8

17 : 40 D23 LS9 LS10 LSll LS12 LS13 LS14 LS15 LS16

第

2

日

目

9  : 30 Sl S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8

10 : 05 S9 S10 S ll S12 S13 S14 S15 S16

10 : 40 S17 S18 S19 S20 LS17 LS18 LS19 LS20

11 : 15 S21 S22 LS21 LS22

11 : 50 S23 LS23

12 : 25 閉
∠、

式

- 11 -



競 技 組 せ

団 体 戦 (丁 )

Zゝ
ロ

０
０

熊本電波

(九   
′
州 )

旭  川
(北 海 道 )

長  岡
(関東信越 )

新 居 浜

(四   国 )

Tl

T2

T5

T6

T9 T10

T7

T8

T3

T4

奈

(近

宇

(中

石

(1ヒ

良

畿 )

音6

国 )

川

陸 )

Tll

′
４ 鈴

(東

福

(東

鹿

海 )

卜,j

」ヒ)

久 留 米

(九   州 )

10

11

12

神戸市立

(当 番 校 )

東  京
(関東信越 )

優
　
勝

二
　

位

三
　

位

- 12 -
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男 子 個 人 戦 複 (D)

坂巻・鴨川

(東  京 )

児玉・城戸

(有  明 )

松尾・鎌田

(苫 小 牧 )

楠 。東 川

(′鳥   】1)

久保 。糸瀬

(高  松 )

田村・安藤

(奈  良 )

向川 。長沢

(秋  田 )

榊原・本田

(神戸市立 )

角 ・ 崎 前

(米  子 )

小暮 。岩澤

(都  立 )

川合 。日合

(富   山 )

田尻 。紫垣

(熊本電波 )

田中・ 森   13
(旭  川 )

岡村 。松岡  14
(宇  部 )

牧嶋・立石  15
(有  明 )

周東・野村  16
(本 更 津 )

斉藤 。東條  17
(神戸市立 )

小西・松尾  18
(石  川 )

井上(晃 )。 井上(大)19

(新 居 浜 )

島崎 。古賀  20
(都  立 )

大地田・久保  21
(久 留 米 )

山口・八杉  22
(明  石 )

壱岐・鈴木  23
(宮  城 )

ルディ・嵯峨  24
(鈴   鹿 )

Dl

D2

D3

D4

D9

D10

D ll

D12

D17

D18

D21 D22

D19

D20

D13

D14

D15

D16

D5

D6

D7

D8

D23

11

優

　
勝

二
　

位

三
　
位
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男 子 個 人 戦 単 (S)

1 円中 (旭 川 )

2 古賀 (都 立 )

3 向川 (秋  田 )

4 岡田(神戸市立 )

5 山口 (佐世保 )

6 蔵本 (石 川 )

7 井上幌)(新居浜 )

8 南井 (鈴 鹿 )

9 松岡 (宇 部 )

10 アンディ(群馬 )

11 西村(熊本電波 )

12 安藤 (奈  良 )

Sl

S2

S3

S4

S9

S10

S ll

S12

S17

S18

S21 S22

S19

S20

S13

S14

S15

S16

S5

S6

S7

S8

S23

坂巻 (東  京)13

牧嶋 (有 明)14

ウィジャヤ(宇部)15

柏木 (高  知 )16

田村 (奈  良)17

中村 (福  島)18

ルディ (鈴鹿)19

斉藤(神戸市立)20

小林 (長  岡)21

松田 (旭 川)22

松尾 (石  川)23

田尻(熊本電波)24

優

　
勝

二
　

位

三
　
位

- 14-



女子個 人戦 複 (LD)
小野 。三原

(新 居 浜 )

井上 。遠藤

(東  京 )

青山・高橋

(福  井 )

森口・岡田

(神戸市立 )

久保田・松下

(鹿 児 島 )

斉藤 。松原

(旭  川 )

LDl

LD2

LSl

LS2

LS3

LS4

LD5

LD6

L S17

LD7

LD8

L S19

L S13

LD3

LD4

LS5

LS6

LS7

LD9 L D10
LDll

中村・及川

(一  関 )
石橋 。平田

(有  明 )
山下・山本

(′鳥   ]1)

田畑・吉田

(木 更 津 )

佐藤・稲田

(米  子 )

安藤 。新宅

(奈  良 )

安藤 (奈 良 )

谷 (呉 )

菊池 (仙台電波)

山下 (鳥 羽 )

吉田 (木更津 )

平田 (有 明 )

福島 (石  川 )

富岡 (長  野 )

森口 (神戸市立 )

川久保(佐世保 )

三條 (苫小牧 )

上野 (高 知 )

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

女 子 個 人 単 (LS)
1 松原 (旭 川 )

2 岩本 (長  岡 )

3 大平 (佐世保 )

4 青山 (福 井 )

5 岡田(神戸市立 )

6 稲田 (米 子 )

7 中村 (一  関 )

8 泉 (奈 良 )

9 山本 (鳥  羽 )

lo 久保田(鹿児島)

11 平尾 (高  知 )

12井上 (東 京 )

LS9

L S10

L Sll

L S21 L S22

L S14

L S15

L S23

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

L S18 L S20

Ｏ
ё

（ヽ
）

Ｌ

L S16

優

勝
二
位

三
位

優

勝
二
位

三
位
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選 手 名 簿

北海道地区

東北地区

学 校 名 旭川工業高等専門学校

監   督 飛 世  日召 裕

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

大 沼 貴 教 ○

小 西   穣 ○

田 中 史 八 ○ ① ①

増 田 i告  樹 ○

松 田   篤 ○ ②

森   泰 久 ○ ①

⑦ 五十嵐 政 隆 ○
Ｏ
Ｘ
Ｕ 小 西 宏 幸 ○

女 子 選 手 名 学年 早 ネ
'1松 原 ゆかり ① ①

斉 藤 早智子 ①

学 校 名 苫小牧工業高等専門学校

監   督 上 野 征 支

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

松 尾 勝 司 ②

鎌  田   聡 ②

女 子 選 手 名 学年 単 複

條 公美子 ②

学 校 名 一関工業高等専門学校

監   督 加 藤 治 雄
女 子 選 手 名 学年 早 複

中 本寸 律 子 ① ①

及 サII 由 紀 ①

学 校 名 秋田工業高等専門学校

監   督 田 畑 季 章

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

向 り|1   勝 ② ①

長 沢 幸 広 ①
学 校 名 宮城工業高等専門学校

監   督 生 田 信 之

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 ネ
'1壱 岐 信 宏 ②

鈴 木 徹 也 ②

学 校 名 福島工業高等専門学校

監   督 月ヽ  本本 イ申

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

中 村 義 ○ ①

横 田 裕 之 〇

③ 斉 藤 宣 彦 ○

伊 藤   誠 ○

小 笹   優 ○

渡 辺 秀 樹
′
４ ○

黒 月1 規  弘 ／
４ ○

根 本 勇 メ
生 ○

学 枚 名 仙台電波工業高等専門学校

監   督 伊 東 正 道
女 子 選 手 名 学年 早 複

菊 池 典 子 ②
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関東信越地区

学 校 名 群馬工業高等専門学校

監   督 田部井 康 一

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

ア ンデ ィ・ウタマ ③

学 校 名 東京都立工業高等専門学校

監   督 野々垣   稔

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

古 賀 秀 教 ② ①

島 崎 政 信 ①

小 暮 幸 男 ④

岩 i睾 岡」 哲 ④

学 校 名 木更津工業高等専門学校

‖[  督 進 藤 三 雄

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

周 東 雅 之 ③

野 本寸 1告 行 ③

女 子 選 手 名 学年 単 複

吉 田 真 美 ② ①

田 畑 亜希子 ①

学 校 名 長岡工業高等専門学校

監   督 松 田   智

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

① 小 林 幸 夫 ○ ④

有 本 圭 三二
○

本 田 秀 ○
′
４ 栗 原 月月 也 ○

野 地 克 幸 ○

松 原   輝 ○

綿 貫 順 也 ○
Ｏ
Ｘ
Ｕ 五十嵐 哲 也 ○

女 子 選 手 名 学年 早 複

岩 本 真 理 ④

学 校 名 東京工業高等専門学校

監   督 阿 津 勝 博

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

① 坂 巻 五 郎 ○ ① ②

中 原   学 ′
４ ○

北 沢 光 男 ○

沼 田 貴 之 ○

鴨 月1 泰 史 ○ ②

小 谷 美 嗣 ○

近 藤   整 ○

ｏ
０ 中 本寸   勤 ○

女 子 選 手 名 学年 単 複

井 _11 千瑞子 ′
４ ① ②

遠 藤   幸 ②

学 校 名 長野工 業高等専門学校

監   督 松 本 忠 雄
女 子 選 手 名 学年 単 複

富 岡 亜希子 ③
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東海地区

北陸地区

学 校 名 鳥羽商船高等専門学校

監   督 伊 藤 文 雄

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

楠   幸一郎 ′
４ ②

東 川1 英 樹 ②

女 子 選 手 名 学年 単 複

山 下 真 希 ① ①

山 本 祐 理 ② ①

学 校 名 鈴鹿工業高等専門学校

111  督 山 山奇 賢

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

① 南 井   岡| ○ ②

中 筋 日召 宏 ○

村 上 哲 也 ○

ルティ・ハンジャヤ ○ ① ①

嵯 山我   岡l ○ ①

浜  口 由 ○

伊 藤 彰 啓 ○
ｏ
ё 藤 月1 裕 充 ○

学 校 名 石川工業高等専門学校

監   督 金 寺   登

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

蔵 本 茂 雄 ○ ①

室 田 圭 吾 ′
４ ○

小 西 貴 生
′
４ ○ ①

藤 田   学 ○

岩 島   誠 ○

⑥ 竹 田 喜 彦 ○

松 尾 富 雄 ○ ② ①

森 山 健太郎 ○

女 子 選 手 名 学 年 早 複

福 島 千 夏 ①

学 校 名 富山工業高等専門学校

監   督 安 田 賢 生

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

川 合 糸屯 路 ②

日 合 幸 晴 ②

学 校 名 福井工業高等専門学校

監   督 井 上 清 一
女 子 選 手 名 学年 早 複

青 山 幸乙綾 ② ①

高 橋 典 子 ①
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近畿地区

中国地区

学 校 名 明石工業高等専門学校

監   督 鶴 戸 忠 一

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 ネ
'乏山 口 善 寛 ④

八 杉 直 樹 ④

学 校 名 奈良工業高等専門学校

監  督 木 本寸 伊 一

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

田 村 憲 仁 ○ ② ①

② 岸 谷 征 典 ○

安 藤   毅 ○ ① ①

岩 村   慎 ○

水 津 龍 ○

土 肥 イ申 行 ○

竿 智 宏 ○
０
０ 筒 井 崇 史 ○

女 子 選 手 名 学年 単 複

安 藤 里 美 ① ①

泉   真由美 ②

新 宅 博 子 ①

学 校 名 米子工業高等専門学校

監   督 勝 部 忠 義

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

角

'羊

②

崎 前 裕 介 ②

女 子 選 手 名 学年 単 複

稲 田 真由子 ① ①

佐 藤 久 美 ①

学 校 名 呉工業高等専門学校

監   督 若 宮 正 明
女 子 選 手 名 学 年 単

告
欠

谷   智 美 ②

学 校 名 宇部工業高等専門学校

監   督 重 田   賞

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

① 澁 谷 幸 雄 ○

林   孝 典 ○

岡 本寸 不日 1専 ○ ①

山 口 博 志 ○

ウィジャヤ・サントキ ○ ②

中 島 崇 雄 ○

松 岡 利 幸 ○ ① ①
Ｏ
Ｘ
Ｕ 矢 幡 和 勝 ○
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四国地区

九州地区

学 校 名 高松工業高等専門学校

監   督 平 野 俊 雄

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

久 保 誠 一 ②

糸 瀬 智 成 ②

学 校 名 高知工業高等専門学校

監   督 岸 本 誠 一

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

柏 木 雄 一
′
４ ②

女 子 選 手 名 学年 単 複

上 野 真 奈 ①

平 尾 な み ②
学 校 名 新居浜工業高等専門学校

監   督 平 木 弘

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

① 井 上 晃 志 ○ ① ①

永 井 秀 昌 ○

青 野 暁 史 ○

斉 藤   敦 ○

井 上 大 輔 ○ ①

宮 本 誠 司 ○

塩  見 浩 ○
０
０ 樋 口 i享 ○

女 子 選 手 名 学年 単 複

小 野 祐 里 ①

原 久 美 ′
４ ①

学 校 名 久留米工業高等専門学校

監   督 森   和 也

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

① 岡 本寸 晶 平 ○

大地田 隆 行 ○ ③

久 保 立 木 ○ ③
／
４ 鹿 田   岡」 ○

西 村 明 仁 ○

溝 尻 貴 文 ○

中 本寸   寿 ○
Ｏ
ё 吉 岡 嘉 弘 ○

学 校 名 有明工業高等専門学校

監   督 中 島 洋 典

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

牧 鳴 隆 光 ② ②

立 石 健 一 ②

児 玉 敬 志
′
４ ③

城 戸 幸 信 ③

女 子 選 手 名 学 年 早 複

平 田 宏 美 ① ①

石 橋 友 加 ①
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学 校 名 佐世保工業高等専門学校

監   督 小 原   彰

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

山 口 貴 嘉 ③

女 子 選 手 名 学 年 単 複

大 平 栄 子 ③

川久保 栄 美 ④

学 校 名 熊本電波工業高等専門学校

監   督 古 江 研 也

選  手  名
学

年

団

体

個 人

単 複

① 西 村 俊 ○ ③

南   日召 宏 ■

ェ ○

金 子 貞次郎 ○

紫 垣 竜 ○ ①

田 尻 真 ○ ① ①

竹 下 博 憲 ○

豊 田 益 臣 ○
０
０ 矢 野   享 ○

学 校 名 鹿児島工業高等専門学校

監   督 赤 沢 正 治

女 子 選 手 名 学 年 単 複

久保田 鈴  香 ② ②

松 下 月月 恵 ②

当番校

学 校 名 神戸市立工業高等専門学校

監   督 菅  原 7L

選  手  名
学

年

団

体

個 人

早 複

斉 藤   茂 ○ ②

堀 内 ′1真 吾 ○

境    晃 弘 ○

徳
昔
子 ○

⑤ 榊 原 健 男
′
４ ○ ③

岡 田 広 士 ○ ④

東 條 宏 計 ○ ②
ｏ
０ 本 田 保 之 ○ ③

女 子 選 手 名 学年 早 ネ夏

森 口 祥 子 ③ ③

岡 田 千 秋 ③
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栄 光 の 記 録

大会 会場 種 日 1   位 2   イ立 位

第

回 川

旭

団 体 宮   城 長    岡 佐 世 保 釧   路

個 人

(複 )

山 本 和 徳
平 間 次 男

(宮 城 )

小 林
池

(旭

俊 仁
為 弘
川 )

阿 部 |1贋  一
吉 井 正 浩
(苫小牧 )

個 人

(単 )

」ヽ 林 俊 仁
(旭 川 )

池   為 弘
(旭 川 )

本 間 道 英

(長  岡 )

第

回

宮

　

　

城

団 体 宮   城 旭   川| 佐 世 保 長    岡

個 人

(複 )

昆 野 良 久
太 田 博 道
(宮 城 )

小 野   裕
松 浦   勇
(宮 城 )

小 [11   馨
谷   茂 則
(福 井 )

jE 村
小竹原

(福

嘉 男
勝 浩
井 )

個 人

(単 )

昆 野 良 久

(宮 城 )
金 山 尚 幸
(高 松 )

/1 山

福
馨

( 井 )

野

宮

裕

城 )

ノj

(

第

回

福

　

　

井

団 体 官   城 長    岡 福   井 旭    川

個 人

(複 )

土 田
土  田
(富

実

外志夫

山 )

堀 江   定
永 桶 俊 一
(長  岡 )

小 野   裕
松 浦   勇
(宮 城 )

大須賀 弘 行
竹 内   実
(宮 城 )

個 人

(単 )

大須賀

(宮

弘 行
城 )

山 本 憲 幸

(旭 川 )
金 山 尚 幸

(高 松 )
ひとし

鶴 )

大久保

(舞

第

四

巨|

米

　

　

子

団 体 長    岡 米    子 新 居 浜 鶴   岡

個 人

(複 )

中 本 泰 司
山 本 明 良
(米 子)

山 田
大須賀

(宮

和  彦
弘 行
城 )

寿 一
健 逸
戸 )

田 沢
館 山
(八

涌 井 正 樹
神 田   実
(長  岡 )

個 人

(単 )

中 本 泰 司

(米 子 )
日 野   豊
(新居浜 )

砂 野 修 治
(新居浜 )

勝 浩
井 )

小竹原

(福

第

五

回

新

居

浜

団 体 新 居 浜 長    岡 米    子 宮   城

個 人

(複 )

神 田   実
涌 井 正 樹

(長  岡 )

H 野   睾
砂 野 修 治
(新居浜 )

寿 一
健 逸
戸 )

田 ,尺

1官  吐I
(人

大須賀 弘 行
工 藤 洋 之

(宮 城 )
個 人

(単 )

涌 井 正 樹
(長  岡 )

日 野   豊
(新居浜 )

中 本 泰 司

(米 子 )
林   浩一郎
(長  岡 )

第

回

」ヒ

ブL

州

団 体 新 居 浜 米    子 宮   城 石    り||

個 人

(複 )

白 石 健 司
堀 内 敬 一

(新居浜 )

中 野
酒 井
(石

浩 之
充 英
川 )

林   浩一郎
岡 本寸 孝 生
(長 岡 )

小 野
小 島
(1ヒ

隆 則
克

九州 )

個 人

(単 )

林   ,告一郎
(長 岡 )

中 本 泰 司

(米 子 )
山 本 明 良

(米 子 )
蜂 谷   順
(茨 城 )

第

―し

口|

奈

良

団 体 石    り|| 米    子 高    知 福    島

個 人

(複 )

酒 井
中 松
(石

充 英
早  ~

川 )

南   康 一
平 沢 員|1 昭
(福 井 )

浩
孝 生
岡 )

伊 藤
岡 村
(長

広 原 洋 司

小 室 勤 三

(茨 城 )
個 人

(単 )

′」ヽ Ll i商  1専
(高 知 )

南   康 一
(福 井 )

吉 見   正
(茨 城 )

山 根 直 樹
(津 山 )

第

八

回

東

示

団 体 福    島 新 居 浜 長    岡 富    山

個 人

(複 )

広 原 ,羊  司
小 室 勤 三

(茨 城 )

坂 井 政 彦
前 田 栄 造
(富  山 )

高 博
屯

知 )

小 田

1ヒ   本寸

(高

鶴 田 ,告 康
秋 山   享
(新居浜 )

個 人

(単 )

小 田 高 博
(高  知 )

山 根 直 樹

(津 山 )
小 谷 ,青  史
(米 子 )

中 西 英 夫

(東 京 )
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大会 会場 種 目 1 位 2 位 位

第

九

回

苫

小

牧

団 体 福    島 新 居 浜 旭   り|| 東    京

個 人

(複 )

大 場 岳
田 口 義
(仙台電波

史
糸[〕

)

大 田   海
卜可 音5     ,デ )
(鶴 岡 )

吉 己
早

居浜

城 戸
秋 山
(新 )

中 西 英 夫

福 田 正 宏
(東 京 )

個 人

(単 )

黒 沢 勝 敏

(福 島 )
飯 塚 俊 三
(福 島 )

酒 井 謙 一

(福  島 )
秋 山   享
(新居浜 )

第

1‐

回

ネ品

I島

団 体 福    島 新 居 浜 佐 世 保 旭   サ||

個 人

(複 )

酒 リト 謙 一
黒 沢 勝 敏
(福  島 )

飯 塚 俊 三
薄 葉   淳
(福 島 )

中 西 英 夫

福 田 正 宏
(東  京 )

田 中 博 幸
山 口   言成
(佐世保 )

個 人

(単 )

黒 沢 勝 敏
(福 島 )

飯 塚

市冨(

俊 三
島 )

井 手 利 秀
(佐世保 )

渡 邊 i青  隆
(佐世保 )

第
十

回

鈴

鹿

団 体 佐 世 保 茨    城 津    山 都 立 工

個 人

(複 )

井 手 利 秀
渡 邊 清 隆
(佐世保 )

西 田 光 宏
谷 本 直 文

(高 知 )

金 浦 新 吾

横 井 善 充
(新居浜 )

薄 葉   淳
福 田 健太郎
(福 島 )

個 人

(単 )

井 手 利 秀
(佐世保 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

薄 葉   '享
(福 島 )

りll 部  豊
(苫小牧 )

美

第
十

回

i車

山

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 都 立 工 礼:   島

個 人

(複 )

六 嘉 孝 信
郷   健太郎
(熊本電波 )

堀 込 竜 也
元 吉 光 一

(都立工 )

辻

木 下
(佐世保 )

勉

聡

西 村   雄
波 邊 ,青  隆
(佐世保 )

個 人

(単 )

渡 邊 清 隆

(佐世保 )

元 吉 光
(都立工 )

細 り|1 智 之
(奈  良 )

田 中 真 二
(宇 部 )

第
十

回

新

居

浜

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 福    島 富    山

個 人

(複 )

渡 遣 清 隆

濱 野 達 矢

(佐世保 )

野 原 嘉 親

作 内 宗 明
(富  山)

林

樋

禾日 不日

明口  _二

(新居浜 )

若 林 政 昭

檎 原 健 蔵

(神戸市立 )

個 人

(単 )

渡 邊 i青  隆
(佐世保 )

久 保 正 高

(高 知 )
本 木   実
(熊本電波 )

斎 藤
(秋  田)

賢

第
十
レЧ
L」

育旨

本

団 体 熊 本 電 波 東    京 福    島 新 居 浜

個 人

(複 )

中 島 信 頼
坂 巻 五 郎
(東 京 )

上 野 敏 弘

本 木   実
(熊本電波 )

高 畑 憲 明

持 本 治 幸
(呉 )

高 畠   岡」
蔵 本 茂 雄

(石 川 )
個 人

(単 )

中 島 信 頼

(東  京 )
本 木   実
(熊本電波 )

田 中
(旭

史 八
川 )

高 畑 憲 明

(呉 )
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大 会 本 部

救 急 病 院

〔8月 9日 0へ′11日 (日 )〕

月   日 本 晋6 所  在  地 電   話

8月 9日 (金 )

まで

神戸市立工業高等専門学校

学生係

《口
"651-21
神戸市西区学園東町 8丁 目

3番地

(078)

795-3311

8月 10日 (土 ) 神戸市立中央体育館

《D♭ 650

神戸市中央区楠町 4丁 目 1

番 1号

事務局

(078)371-5409
体育館

(078)341-7971

8月 11日 (日 ) 神戸市立中央体育館

《口
"650
神戸市中央区楠町 4丁 目 1

番 1号

′′

病  院  名 住 所 電 話

舞 子 台 病 院 神戸市垂水区舞子台 7丁 目2-1 (078)782-0055
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よりしな,"・によ勁 づよく

■■|「

店輌のフラインクlシ七的物銭望猛覇猥ソ

―
■日■

― =

⑤
】
⑤

扇
鋼
が
・

一

１

●

●
■

■

ｒｆ
ｍに む む

● 1ダース  ¥4,100
日本′ヽドミントン

=会
第一種検定合格球

世界′ヽドミントン連盟(IBF)公認球

■Ш回画■
●1ダース  ¥3,500
日本人ドミントン協会第二種検足合格球

■回回皿□■
●1ダース ¥3,150
日本′(ドミントン3会第二種検定合格球

世界バドミントン違盟(IBF)公ユ球

■皿Шココ■
●1ダース  ¥2,600
練習球

■皿□□田■
●1ダース ¥2,200
練習球

回 皿 囲 画 国 田
●1ダース ¥2,500
●半ダース  ¥1,250
日本′ヽドミントン協会検定合格球

米ソーンバーグ社の研究によつて,画期的なソックスが

誕生 .′「ソロ・パッズ バドミントン用」は,バドミントンフレ

ーの筋肉の動きやシューズとの相性などを化学的に分析

して開発された,高性能なスポーツ用品です◇

特許保護パ ッドを使用  新繊維オー ロンを使用
足を守る 。パドミントンの  パツグンのフィット感・マ
特殊な動きに対応 。バドミ  メや水虫を予防・ムレない。
ントンシューズに最適合。  臭わない・汗を即時に蒸発・

優れた保温力。

●カラー :ホワイト,ホワイト×ネービー,ホワイトXレ ット
●サイズ :フ リー(22.0～ 20.0センチに適応)

■価格 ¥1,500

口
丁
‖旨」lil°MAD匡 IN∪ .SA(米 国特許番号 :4.194,249)

☆お求めはスポーツ電三Lo近 くに取扱店がない場合には、下記あてにお問い合わせください。 ★消費税は別途申職醜融饉顧酵
●お問い合わせ先●EヨED学研スポーツ

。レジャー営業部〒146東京都大田区仲池上l― 17-15803(3726)0303

爾.t'210-9044

ヨ
ロ
ロ
ロ

曇驚属籠じ,Tスソ■・′1ッズ

田饉麗置巖隠

ハイレベル,日―コスト。確かな機能性を存分に体験してください。

S:LV[R ttBEL
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三二三二
==II正
三三
=豆
□西‐ EZ亜二

=二=コ



考月l第 15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

MITSUBISH: t tt$' ) <8&fr4 rn b\, w:rrcH

世界最富水準●超高速RiSCマシン
76MIPS、 22MFLOPS、

72 2SPEC marks、 91,,

Xl,ベ クトル/秒 …最先

端のCMOSテ クノロジー

により世界最高水準のコ

ンピューティング・パワーを

実現した、三菱UNIXワ ー

クステーションMELCOM
「ME RISCシ リーズ」。
他の追随を許さない高性

能は、科学技術計算をはじめとするエンジニアリング分野はもちろん 、

金融・サービスなどのビジネス分野でも存分に威力を発揮します。

三菱電機ならではの総合技術力を生かした、幅広いソリューション

がさらに拡がる、新しい時代が求めたUNIXワークステーションです。

∩
ｖ

76MIPSの ME/R7500モ デルから、57MIPSの ME/R,200デ ィスクレス

モデル、そしてサーバ機能に徹したME/Sシリーズ(最大40GBまで外

部記憶拡張が可能)は、第2世代PA― RISCアーキテクチャに基づき、

効果的な分散ネットワーク環境構築に貢献します。

グレイスケール・システム「GRX」、高性能カラー・システムrCRX」 、3

次元ソリッド・システム「PVRX」 、超高速 3次元レングリング・システム

「TVRX」 …CASE、 DTPから3次元ビジュアリゼーションまで多彩なグ

ラフィック・ニーズに、きめ細かく鮮やかに応えます。

「ME RlSCシ リーズ」が提供するネットワーク環境は、マルチベングシス

テムの構築を容易にするとともに、NCSを基盤とした分散環境をより充

実させます。これにより、ネットワーク上のコンピューティング資源を、自在

に活用できます。         棗NCS iネ 外ワークコンヒューテインクシステム

ニーズから発想する

「VAR」 関係のお問合せは :

〒530大 阪府大阪市北区壼■2-2-2く 近鉄±■ビル〉

二奎電機株式会社 関西支社

コンピュータ部営彙第6■

担当:中西・補永 (06)347-2431

in
■

‖
A三菱電機株式会社

お問合せは・ -  0本 社情報処理機器事業部 情報処理機器部(03)3218-32190本 社情報通1_システム事業部 金融部(03)3218-3679● 流通サービス第一部(03)3218-3242
0流通サービス第二部(03)3218-32340官公部(03)3218‐ 32460三 菱電機グループ部(03)3218-32150本社電機事業部(03)3218-33870礼幌(011)212-37430仙 台(022)264-56530大 宮(04引 653-0261
0横浜(045)212-35210新 潟(025)241-72200富山(0764)42-2328● 茨城(0298)51-13880静 岡(054)251-28510名 古屋(052)565-3256● 大阪(06)347-24310京都(075)361-2191
0神戸(078)392-85710広 島(082)2お

-53910岡 山(0862)25-5171● 高松(0878)25-∞ ∞ ●福岡(∞2)721-23460長崎(0958)27-56910鹿 児島(0992)51-7∞ 10北九州(093)5■ -2556

_」■‐

L

■

■

ョ
′

業界最高レベルの、パワー・ラインアップ

分野を選ばぬ、グラフィック・システム

充実・自在の、分餞コンピューティング環境

VAR募集

三菱UNIXワークステーション

MEL00M ME RISCシリ‐ズ

■L___“_L__



在日I第 15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

すべてが新しい、快適な環境の中で…。

夕眉〃商自動車学笏
兵庫県公安委員会指定。技能試験免除

〒651-21神戸市西区学園東町8丁 目1番地

●受付/平日AM 9:30～ PM 8:00土曜PM 5:00

●入校/毎土曜日 ●学生割引・ローンあります。
●ペーパードライバーコースもあります。

■お電話預ければ、入学案内バンフレット送付致します。

Ｎ
▲
ニ

◎

無料送迎バスを
こ利用下さい。

●高倉台。妙法寺・白川方面 ●
●名 谷 方 面      ●
●西神中央方面      ●

画

面

面

方

方

方

子

舞

水

舞

明

垂

1□,078-792-0008

Let's get a driver's license!



1見 第15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

燃料電池は環境にやさしい 罰魏腱□匡

新しいエネルギーで
・
丸

富 |:電機は、20数年にわたる燃料電池の研究。開発で多くの実用化技術を蓄積し、tヽち早く専用上場を建設し

実績を重ねています。1000kW発 電プラント運転の成功、200kⅥ璃it島用発電プラントの完成、50kWオンサイト用

発電装置の完成など着実な歩みを続けていま丸           システムコントロールの

りん酸形燃料電池においては、我が国を代表するメーカーであるとともに

世界的にも注目を集めています。電源の多様化、環境に優しい新エネル

ギーの開発に貢献する富十電機でt
機昴嘔

■
　
　
■

■
　
　
■

．コ凸三日

ム ′
くヽ

富士電機株式会社 〒100東 京都千代田区有楽町 |― 12-|(新 有楽町ビル)● (03)3211-7111

|111

|:′

継
i卜
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オ;'L第 15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

すでに100年前から、

環境問題を考えていま魂 ガデリウス

いま地球に対する関心が高まっています。環境、エネルギー、資源など…。

こうしたテーマに実は約100年前から取り組み、人 の々暮らしや、あらゆる産

業が求める「技術」を提供し、グローバルな活躍をしてきた会社。それが

ガデリウスです。自然を守る環境保全機器、時代を先lI(り した省エネ機器、

生産性の高い紙・パルプ製造装置など。ガデリウスはこれからも 壽、時代と

産業な日本と世界を結ぶ技術の架け橋として貢献してヽ きヽたヽ とヽ考えていまt

ガデリウス株式会社 :〒 65()神 戸市中央区港島中町2-3-4● (078)303-5702 東京/札幌 ′名古屋/広島 福岡/長崎
ABBガデリウス・イングス サービスm/ガ デリウス・マリンい/ガデリウス不動産い′・・・′′鞠インテンク・ンャバン

ガデリウスグループ取扱い製品 熱交換器・ポイラ関連機器/環境保全装置/制御・計装機器/紙・ハルフ製造装置/抄紙機器/電力・原子力
発電用機器/産業機械/舶用機器/製鉄・製鋼・圧延機械/包装システム/鉱山・土木建設機械/建築材料



1兄 第15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

より快適なビノンの空間環境づくり。

それが、私たちのテーマで現
昇‐降機をはじめ、冷熱、空調、受変電など、各種ビル設備のメンテナンスから、

《情報センター》等による設備・防犯・防災の遠隔監視、インテツジェントビル

のトータル管理サービスまで。長年にわたるビル設備管理の卑富
・
な経験と

実績をベースに、より快適なビルの空間環境づくりを、システムで追求する…。

私たちは、三菱電機ビルテクノサービスです。

ビル設備のメンテナンスから、インテリジェントビルのトータル管理サービスまで。

三菱電機ビルテクノサービス株式会社
本 社 〒 100東京都千代田区大手町2-6-2日 本ビル 803(3279)8000(代 表 )

MiTSuBiSHi



祝 第15 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会ロ

祝
夕自
'15
全 日本高等専門学校

バ ドミントン選手権大会

「国際花と緑の1専覧会」 出展

(神戸製鋼 グループ )

神鋼テクノ株式会社

ロ

OA①
∠上ゝ
V

NIGI日 正

お|こぎリロボ|ン ト

SHINKO TECHNO ENGINEERING CO"LTD.
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者見 第15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

●運動用品全般
●体 育 器 具
●グランドエ事―式

有 限 会 社

三宮運動具店
(三宮スポーツ)

電話満 222-27130
F A X222-2714

J日 三 宮 下 車 ス グ /
神戸市中央区琴ノ緒町5丁 目3-5

(.IR三宮駅降車口山側前)

グ リー ン シ ャ ポ ー ビル
そこう

JR三 宮

至 大阪至神戸

セ ン ― 街

三宮スポーツ

―ン・シヤポー

至
加
納

町

民
社
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1兄 第15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

一ウチ観
オフィス家具.事務器

OA機 器
富士通 ・ NEC・ カシオ・ シャープ・ユービックス・三田
ゲステットナー

ウチグ・ コクヨ・ライオン・ ホー トク・コトブキ・ カリモク
光葉スチール

オフィス家具

教  育
: 
機  器  ウチダ理化.教材・ビクター視聴覚機・キハラ・規文堂図書館用品

内 装 工 事
日本ファイリング

東り・ カワシマ
ンンエツ ・ 小松ウォール ・ ニチベイ

株式会社
百
只
日
亜

フ

　

ラ

_占_

小 キ

o652神戸市兵庫区浜山通 2丁
・
目4番 13号

雪 (078)681-2661代 表
FAX(078)681-8051番

」L」+_.」 ■ 兵庫県知事許可 (般 -62)100537号
Iヤ J=pt‐4-〒 ノヽ一テインヨン・フリーアクセス・カーヘット

ハ
■

QIC Co.rnrters arrd Cofirruricalbns

夢・2100年へ。
もつと人間 らしく、豊 かに暮せる未来社会を。

それを追い求めているのが神戸日本電気ソフトウェア

です。N〓 C日本電気の 100%出資によって設立され、

日本電気グループの情報処理事業の中核企業として最

先端の開発に取り組んでいます。豊かな未来社会への

カギは、コンピュータと通信の融合にほかなりません。

この人類の知能の所産こそが未来を創るのです。私た

ちはいま、2100年をしっかりと見すえ、未来社会に向

けて動きだしました。人の創造性が充分に発揮できる

ように、C8C技 術を駆使して、人間本位の理想的な
環境と設備も整えています。ここには人類の未来への

原動力が凝縮されているのです。

日本電気神戸システムセンター

NEC神戸日薫電気Y7トウェ7
神戸市西区高塚台5-3-1 0651-22 TEL078-991-5561



1見 第15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

読みたい

ジ ュン ク堂 書 店
淳 久 堂 書 店

フ
,

tま
詳しいパンフレットを用意しています。

お問い合せ、お申し込みは

〒651 神戸市中央区雲井通5・ 3・ 1

ジュンク堂書店書籍宅配便ジュンク・メール係

TEL(078)252-0050 FAX(078)252-0616

/″
~｀

'.1 l'"'

メ′″,′レ́

表́〔凛■―

ky斃

こころにのこる青春の感動
数ある学校行事のなかで修学旅行ほど子供たちに期待され、卒業

後も忘れられない思い出として語 り継がれているものはありません。

そんな子供たちの気持ちを私たちはいつも大切にしています。

書籍宅配便ジュンク・メール

■口 ■ロ

ロ ■■

を考rolto

くロオ脂″神戸教育旅行支店
〒650誓
葛露弩芦魂潟

目7番6号
甑孫じ
=倒
ξ



1見 第15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

営業品目
都市型バッチヤープラント

都市型アスフアル トプラント
‥‥
」
‐‐
」
」
「
ヽ

# erxxeil

アスフアルトプラント
バッチヤープラント
FAシステム
コンベア
仮設足場

〒674明 石市大久保町江井島1013-1
TEヒ 1078)947-3131(代I FAX(073)947-3638

()と①」の最先端機器は

宇宙の-7詳 書 ■ 株式会社7ジ■Fン
建墨夢
7:■■Fンソフト株式会社
【,06-372-714!(10
大阪市北区芝 口 |-4-3(北 阪急 ビル )

trrairna,t
〒107東京都港区北青山i-2-3青 山ヒル|1階 電話03(3403)0551(大 代表)

ユナイテッドスi所―ル株式会社

今西スポーツ

運動用具は

神戸市中央区北長狭通5丁目168

TEL(078)391-0572

曇
"、、

人事に関する

お問tヽ合わせは

01201178078
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ASAH:GLASS COMPANY

旭硝デ株ゴ会社



を見 第15回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

都市型先端技術 開発型企業
MEC技術

週休2日 制

フレックスタイム制

株式会社コ耐|ID〔ぼコ
Л口111口M【EE口 ..[丁 |,

代 表 取締 役社 長 :吉岡 昭― 郎    資本 金 :170,000,000円
本    社 :神戸市 東灘 区住 吉 宮町 5-10-18 アポ ロメ ック ビル  〒 658

TEL(078)811-3211(イ t,長 ) FAX(078)841-8329
TELEX 562-2911  APOLLC)J

大 阪 営 業 所 :大阪市 北 区西天 満 5-9-10 古 河梅 ヶ枝 ビル  〒 530
TEL(06)362-7641(イ tラ長) FAX(06)362-4527

メカトロエ場 :神戸 市 東灘 区御 影石 町 |-6-6 〒 658
TEL(078)856-5181(イ t表) FAX(078)856-5186

機械。電子製品の専門メーカー

企画◆開発
設計◆製作

自動制御機器

産業省力化機器
マイクロコンピュータ

●ハー ド・ ソフ ト

●応用機器

1至 大籠

上三
=

1「
~¬

「

¬
「
蘭ア

「

丁

「

~

ヲ焉

「

_」

"旦

吉グイエ~

[

チ‖
1 1

´

‐
― :

目
×印{`信号● コ ヒ 」

開発の雰囲気温れる本社工場

○業種の将来性はNo.1です。

◎将来性ある安定した会社です。

◎社会的評価知名度は高いです。

◎週休2日、フレックスタイム制です。
◎時間単位でとれる有体制度です。

◎年間休日は122日、有体を含み122～ 132日間、

なんと3日にl日体みです。

●若い社員も経営に参画しています…甲斐委員会
社内の各部門から選出された若い社員で組織する甲斐委

員会では、「生き甲斐、働 き甲斐」ある職場作 りをテーマに、

様々な問題を検討 し、解決をしています。自分達で決めて、

自分達で実行 します。あなたの考えを経営にも仕事にも反

映 します。

●通勤は非常に便利です。

●自社 ビルの静かな環境です。

●充実した技術教育体制で一流の技術者に育てます。

アポロメックでは毎週4時間のカリキュラムですべての

技術者を対象に技術教育を実施しています。講師は大学教

授などをはじめとするアポロメックの技術顧間と開発部の

部長。常に向上心を刺激し、一流の技術者に育てます。

●外部との交流で技術のプラッシュアップ。

兵庫県立工業技術センター、各大学などとの共同研究、

そして支援体制はアポロメックの開発力の核です。外部の

知識を大いに取り入れ、技術者の力はますます向上してい

ます。

構■
=社
コ耐口 XI∝3の製品は、Mechanism(機 械 )、 Electronics(電 子・電気 )、 Computer(コ ンピュータ・ソ

フ ト・ハー ド)の技術で開発 した、世界で初めて、日本で初めての新製品がた くさん

あります。世界各国で活躍 しています。

||ノ

あなたも設計開発のかっこ良い仕事をし

ませんか。自信をもって、あなたの能力

を発揮させ育てます。あなたに自信がつ

くと、責任と権限を与えますかい、やり

甲斐満点です。

構■
=社
コポロロ砲∝フは実力主義です。

※人事考課制度により、やる気ある社員には、どんどんと活躍の場を提供します。

ヽ
木
∬コ百

鎖



マルチがントの柔らかな打球感を、さらにアッ戎
耐摩耗・耐熱に優れた厚ラケに最適ながントで魂

1800SP OG‐SHEEPスーパーパヮー
●¥■0000素材/高弾性特殊マルチフィラメント、ホットメルト高接着、耐摩耗・
耐熱ダブルコーティング ●ゲーシ/070%0長さ/10m Oカラー/ホワイト
日本バトミントノ協会審査合格品・イントネンアバトミントノ協会公認

回 GOSEN
消費税は別途中し受 1'ま t

発売元・株式会社ヨーセン●本,1〒 540大 級市中央区内淡路町3-i‐ ■●(06)942‐
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性能を、し

なバドミ

という新しい考え方のラケットて魂
つまり、気持いい自然なストロークを実現するための

●¥16.000(フ レーム価格/カバー付)● 素材//ク ラファイト、ケフラー
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分 析 結 果 ① ィニFょ7ェ 著 ら3二 :
ンク設 計 .空 気 抵 抗 を限 りなく減 少 させ、振
り抜 きの 良 さをア ンフしました、

分 析 結 果 ② とその ③ 7糟職 ま 名 場 分 析 結 果 ① 夢:異夕
j71譜
県発 警 ∴

加重構造の2段 ンステム。この力こふか、優れ /ホ ジント.カラーはメタリンククレー、メタリン
た振動吸収性と面安定性をつくりだします。クフルー、ワインレントの3タイフあります
豪MVC(マキシマム・バイブレーション・コントロール)
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